
䐟 学校名

䐠 学部䚸学科等名

䐡 申請単位

䐢 大学等䛾設置者 䐣 設置形態

䐤 所在地

䐥 申請䛩䜛䝥䝻䜾䝷䝮名称

䐦 䝥䝻䜾䝷䝮䛾開設年度 年度 䐧䝸䝔䝷䝅䞊䝺䝧䝹䛾認定䛾有無 有

䐨 教員数 人 人

䐩 䝥䝻䜾䝷䝮䛾授業䜢教䛘䛶䛔䜛教員数 人

䐪 全学部䞉学科䛾入学定員 人

䐫 全学部䞉学科䛾学生数䠄学年別䠅 総数 人

䠍年次 人 人

䠏年次 人 人

䠑年次 人 人

䐬 䝥䝻䜾䝷䝮䛾運営責任者

䐭 䝥䝻䜾䝷䝮䜢改善䞉進化䛥䛫䜛䛯䜑䛾体制䠄委員会䞉組織等䠅

䐮 䝥䝻䜾䝷䝮䛾自己点検䞉評価䜢行䛖体制䠄委員会䞉組織等䠅

䐯 申請䛩䜛認定䝥䝻䜾䝷䝮

連絡先

所属部署名 担当者名

E-mail 電話番号

252

様式䠍

䠄常勤䠅

富山県富山市本郷町䠍䠏番地

42

富山高等専門学校

数理䞉䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇䞉㻭㻵教育䝥䝻䜾䝷䝮認定制度䠄応用基礎䝺䝧䝹䠅䚷申請様式

䠄非常勤䠅

令和2

独立行政法人国立高等専門学校機構 高等専門学校

学部䞉学科単位䛾䝥䝻䜾䝷䝮

114

240

kyoumu@nc-toyama.ac.jp 076-493-5405

䠐年次

米内 治

236

教務課

䠄責任者名䠅 教務主事小熊䚷博 䠄役職名䠅

䠄責任者名䠅 國枝 佳明

校長

校長

自己点検評価委員会数理䞉䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇䞉㻭㻵専門部会

自己点検評価委員会

264

䠄役職名䠅

認定教育䝥䝻䜾䝷䝮

260

電子情報工学科

富山高等専門学校数理䞉䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇䞉㻭㻵教育䝥䝻䜾䝷䝮

実習生 37

1,288

䠎年次

䠄責任者名䠅 國枝 佳明 䠄役職名䠅

239

11
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様式䠎

䐟具体的䛺修了要件 䐠申請単位

䐡応用基礎䝁䜰䛂䊠䠊䝕䞊䝍表現䛸䜰䝹䝂䝸䝈䝮䛃䛾内容䜢含䜐授業科目
単位数 必修 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必修 1-6 1-7 2-2 2-7

1 䕿 䕿 1 䕿 䕿
1 䕿 䕿
1 䕿 䕿
1 䕿 䕿 䕿
1 䕿 䕿
1 䕿 䕿

䐢応用基礎䝁䜰䛂䊡䠊䠝䠥䞉䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇基礎䛃䛾内容䜢含䜐授業科目
授業科目 単位数 必修 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必修 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

AI/MOT 1 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
創造工学設計䊠 2 䕿 䕿 䕿

䐣応用基礎䝁䜰䛂䊢䠊䠝䠥䞉䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇実践䛃䛾内容䜢含䜐授業科目
単位数 必修 単位数 必修

2 䕿
1 䕿

䐤選択項目䞉䛭䛾他䛾内容䜢含䜐授業科目
選択項目 選択項目授業科目

確率䛸統計
数学特講䊡

䜰䝹䝂䝸䝈䝮䛸䝕䞊䝍構造䊡
計算機構成論䊡
䝯䝕䜱䜰工学䊠

授業科目
創造工学設計䊠

開講状況

開講状況

AI/MOT

開講状況

一部開講
一部開講

授業科目

開講状況

一部開講
一部開講

授業科目
創造工学設計䊠

䝥䝻䜾䝷䝮䜢構成䛩䜛授業科目䛻䛴䛔䛶

一部開講

䝥䝻䜾䝷䝮䜢構成䛩䜛次䛾所定科目䜢䛩䜉䛶習得䛩䜛䛣䛸䚹
䞉総合数学䚸確率䛸統計䚸数学特講䊡䚸䜰䝹䝂䝸䝈䝮䛸䝕䞊䝍構造䊡䚸計算機構成論䊡䚸創造工学設計䊠䚸㻭㻵/㻹㻻㼀䚸䝯䝕䜱䜰工学䊠

開講状況

一部開講
一部開講

一部開講
一部開講
一部開講

学部䞉学科単位䛾䝥䝻䜾䝷䝮

授業科目
総合数学

開講状況

一部開講

授業科目

授業科目

2



䐥䝥䝻䜾䝷䝮䜢構成䛩䜛授業䛾内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

授業䛻含䜎䜜䛶䛔䜛内容䞉要素 講義内容

䠄䠍䠅䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇䛸
䛧䛶䚸統計学䜢始䜑様䚻
䛺䝕䞊䝍処理䛻関䛩䜛
知識䛷䛒䜛䛂数学基礎
䠄統計数理䚸線形代数䚸
微分積分䠅䛃䛻加䛘䚸䠝䠥
䜢実現䛩䜛䛯䜑䛾手段
䛸䛧䛶䛂䜰䝹䝂䝸䝈䝮䛃䚸
䛂䝕䞊䝍表現䛃䚸䛂䝥䝻䜾
䝷䝭䞁䜾基礎䛃䛾概念䜔
知識䛾習得䜢目指䛩䚹

䠄䠎䠅䠝䠥䛾歴史䛛䜙多岐
䛻渡䜛技術種類䜔応用
分野䚸更䛻䛿研究䜔䝡
䝆䝛䝇䛾現場䛻䛚䛔䛶
実際䛻䠝䠥䜢活用䛩䜛際
䛾構築䛛䜙運用䜎䛷䛾
一連䛾流䜜䜢知識䛸䛧
䛶習得䛩䜛䠝䠥基礎的䛺
䜒䛾䛻加䛘䚸䛂䝕䞊䝍䝃
䜲䜶䞁䝇基礎䛃䚸䛂機械学
習䛾基礎䛸展望䛃䚸及䜃
䛂深層学習䛾基礎䛸展
望䛃䛛䜙構成䛥䜜䜛䚹

䞉機械学習䛂創造工学設計䊠䛃䠄11回目䠅

䞉人工知能䚸䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾䛂創造工学設計䊠䛃䠄㻣回目〜10回目䠅

䞉数䛸指揮䚸関数䛸䜾䝷䝣䚸平面䝧䜽䝖䝹䚸微分積分䚸行列䚸2変数関数䛾微分積分䛂総合数学䛃䠄1回目〜14回目)
䞉確率䚸䝕䞊䝍䛾整理䚸確率変数䛸確率分布䛂確率䛸統計䛃䠄1回目〜14回目䠅
䞉固有値䛸固有䝧䜽䝖䝹䛂数学特講䊡䛃䠄㻥回目䚸10回目䠅

䞉䝋䞊䝖䛸䛿䚸各種䜰䝹䝂䝸䝈䝮䛂䜰䝹䝂䝸䝈䝮䛸䝕䞊䝍構造䊡䛃䠄㻢回目〜11回目䠅
䞉探索䚸木構造䛂䜰䝹䝂䝸䝈䝮䛸䝕䞊䝍構造䊡䛃䠄1回目〜㻡回目䚸12回目〜14回目䠅

䞉䝕䞊䝍語䚸数䛾表現䛂計算機構成論䊡䛃䠄2回目䚸3回目䠅
䞉画像処理技術䛂䝯䝕䜱䜰工学䊠䛃䠄1回目䚸2回目䠅

䞉探索䚸䝋䞊䝖䚸䜾䝷䝣探索演習䛂䜰䝹䝂䝸䝈䝮䛸䝕䞊䝍構造䊡䛃䠄1回目〜14回目䠅
䞉㻼㼥㼠㼔㼛㼚䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾䛂創造工学設計䊠䛃䠄3回目〜㻢回目䠅

䞉企業䛻䛚䛡䜛技術経営䛂㻭㻵/㻹㻻㼀䛃䠄2回目䚸4回目䚸㻤回目䚸10回目䚸12回目䠅

䞉㻭㻵䛾歴史䛸技術䛂㻭㻵/㻹㻻㼀䛃䠄1回目䠅

䞉企業䛻䛚䛡䜛技術経営䛂㻭㻵/㻹㻻㼀䛃䠄2回目䚸4回目䚸㻤回目䚸10回目䚸12回目䠅

䞉㻭㻵䛾歴史䛸技術䛂㻭㻵/㻹㻻㼀䛃䠄1回目䠅

䞉企業䛻䛚䛡䜛技術経営䛂㻭㻵/㻹㻻㼀䛃䠄2回目䚸4回目䚸㻤回目䚸10回目䚸12回目䠅

3



3-9

䊠

䊡

䐦䝥䝻䜾䝷䝮䛾学修成果䠄学生等䛜身䛻付䛡䜙䜜䜛能力等䠅

䐧䝥䝻䜾䝷䝮䛾授業内容等䜢公表䛧䛶䛔䜛䜰䝗䝺䝇

数理䞉䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇䞉㻭㻵 䛾素養䜢活用䛧䚸自䜙䛾専門分野䛻応用䛷䛝䜛力䜢修得䛩䜛䚹

䠄䠏䠅本認定制度䛜育成
目標䛸䛧䛶掲䛢䜛䛂䝕䞊
䝍䜢人䜔社会䛻䛛䛛䜟
䜛課題䛾解決䛻活用䛷
䛝䜛人材䛃䛻関䛩䜛理解
䜔認識䛾向上䛻資䛩䜛
実践䛾場䜢通䛨䛯学習
体験䜢行䛖学修項目群䚹
応用基礎䝁䜰䛾䛺䛛䛷
䜒特䛻重要䛺学修項目
群䛷䛒䜚䚸䛂䝕䞊䝍䜶䞁䝆
䝙䜰䝸䞁䜾基礎䛃䚸及䜃
䛂䝕䞊䝍䞉䠝䠥活用 企画䞉
実施䞉評価䛃䛛䜙構成䛥
䜜䜛䚹

䠄䠎䠅䠝䠥䛾歴史䛛䜙多岐
䛻渡䜛技術種類䜔応用
分野䚸更䛻䛿研究䜔䝡
䝆䝛䝇䛾現場䛻䛚䛔䛶
実際䛻䠝䠥䜢活用䛩䜛際
䛾構築䛛䜙運用䜎䛷䛾
一連䛾流䜜䜢知識䛸䛧
䛶習得䛩䜛䠝䠥基礎的䛺
䜒䛾䛻加䛘䚸䛂䝕䞊䝍䝃
䜲䜶䞁䝇基礎䛃䚸䛂機械学
習䛾基礎䛸展望䛃䚸及䜃
䛂深層学習䛾基礎䛸展
望䛃䛛䜙構成䛥䜜䜛䚹

䞉企業䛻䛚䛡䜛技術経営䛂㻭㻵/㻹㻻㼀䛃䠄2回目䚸4回目䚸㻤回目䚸10回目䚸12回目䠅

䞉人工知能䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾䚸䝥䝺䝊䞁䛂創造工学設計䊠䛃䠄㻣回目〜10回目䚸1㻡回目䚸1㻢回目䠅

䞉䝕䞊䝍䜢利用䛧䛯䜰䜲䝕䜰創出実習䛂㻭㻵/㻹㻻㼀䛃䠄14回目〜1㻢回目䠅
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https://www.nc-toyama.ac.jp/about/evaluation/3rdparty/suuri_datascience_ai/
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䐟䝥䝻䜾䝷䝮開設年度 年度 䐠申請単位

䐡履修者䞉修了者䛾実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

電子情報工学科 40 200 42 45 87 44%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合䚷計 40 200 42 0 45 0 0 0 0 0 0 0 0 0 87 44%

様式䠏

䝥䝻䜾䝷䝮䛾履修者数等䛾実績䛻䛴䛔䛶

収容
定員

令和3年度 令和2年度 令和元年度 平成30年度 平成2㻥年度

令和2

学部䞉学科名称
平成2㻤年度 履修者数

合計 履修率
入学
定員

学部䞉学科単位䛾䝥䝻䜾䝷䝮

6



୕山高ಉ௧୅学ૅ 開൥年度 ഥਮ03年度 (2021年度) ౸業ఐ目 ੕合ਯ学
ఐ目੦ຊੲਾ
ఐ目୞ಀ 0064 ఐ目ય分 一ಹ / 選උ
౸業஄ଙ ౸業 ౐ਜ਼のரશと౐ਜ਼ਯ ၎ఊ౐ਜ਼: 1
開ਝ学ఐ ਗ਼子ੲਾੵ学ఐ 対଴学年 3
開ਝ期 後期 ౝ時間ਯ 2
ઇఐછ/ઇ౫
૿当ઇ員 ఖ合 ಑,ᨒ੩ ೢ人
目的・ง୸目ఏ
௧୅ઇఐの学ಆに૑要なਯ学の੦ຊ学力をମにつける．
ルーブリック

理୳的なง୸レベルの目安 ఏ૆的なง୸レベルの目安 ౞ง୸レベルの目安

௬੼ඨ目1
ધஊૄをඞうことができる．੦本
的な関ਯのੴ௙をもち，方ஙૄ・
不ಉૄをੰくことができる．

ધஊૄをඞうことができる． ધஊૄをඞうことができない．

௬੼ඨ目2
ベクトルの໪୛を理ੰし，ੑ઴が
できる．ベクトルを࿥୦のਖ਻に
ૢ用することができる．

ベクトルの໪୛を理ੰし，ੑ઴が
できる．

ベクトルの໪୛を理ੰし，ੑ઴が
できない．

௬੼ඨ目3
੦本的な๶分஋分のੑ઴ができる
．๶分஋分を関ਯに関するਖ਻に
ૢ用することができる．

੦本的な๶分஋分のੑ઴ができる
．

੦本的な๶分஋分のੑ઴ができな
い．

学ఐのง୸目ఏඨ目との関બ
MCCコアఐ目  
ディプロマポリシー 3
ઇ୘方法ಉ
໪要 ௧୅ઇఐの学ಆに૑要なਯ学の੦ຊ学力のਡਫ਼，୮ಆを行う．
౸業のਤめ方と౸業内
ઍ・方法 ઇ員౐ஆによる൥ଝ，౰ಆ

ିਔਡ ௬੼ਡが60ਡ౞௥の者は୯ੳ૥ୡをਭけることができる。
౸業のരਙ・၎ఊ上のય分
□  アクティブラーニング □  ICT ਹ用 □  ೫࿒౸業対ૢ □  実ਜ経ୡのあるઇ員による౸業

౸業ੑ઺
ౝ ౸業内ઍ・方法 ౝごとのง୸目ఏ

後期

3rdQ

1ౝ ਯとૄ ౰ಆを通してඨ目の理ੰ度をはかる
2ౝ ਯとૄ ౰ಆを通してඨ目の理ੰ度をはかる
3ౝ 方ஙૄ・不ಉૄ　関ਯとグラフ ౰ಆを通してඨ目の理ੰ度をはかる
4ౝ 方ஙૄ・不ಉૄ　関ਯとグラフ ౰ಆを通してඨ目の理ੰ度をはかる
5ౝ 方ஙૄ・不ಉૄ　関ਯとグラフ ౰ಆを通してඨ目の理ੰ度をはかる
6ౝ ਴એのベクトル　๶分஋分 ౰ಆを通してඨ目の理ੰ度をはかる
7ౝ ਴એのベクトル　๶分஋分 ౰ಆを通してඨ目の理ੰ度をはかる
8ౝ 中間૥ୡ

4thQ

9ౝ ๶分஋分のૢ用 ౰ಆを通してඨ目の理ੰ度をはかる
10ౝ ๶分஋分のૢ用 ౰ಆを通してඨ目の理ੰ度をはかる
11ౝ ૬間の௕஄とベクトル　行ഔ ౰ಆを通してඨ目の理ੰ度をはかる
12ౝ ૬間の௕஄とベクトル　行ഔ ౰ಆを通してඨ目の理ੰ度をはかる
13ౝ 2૗ਯ関ਯの๶分஋分 ౰ಆを通してඨ目の理ੰ度をはかる
14ౝ 2૗ਯ関ਯの๶分஋分 ౰ಆを通してඨ目の理ੰ度をはかる
15ౝ ง୸度૥ୡのੰହ ง୸度૥ୡのੰହ
16ౝ 期ଜ૥ୡのੰହ 期ଜ૥ୡのੰହ

௬੼સ合
૥ୡ 発表 相൩௬੼ ଙ度 ポートフォリオ その౎ 合ੑ

੕合௬੼સ合 100 0 0 0 0 0 100
੦ຊ的ચ力 80 0 0 0 0 0 80
௧୅的ચ力 20 0 0 0 0 0 20
分野૯૵的ચ力 0 0 0 0 0 0 0
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ISHIDA Fumihiko
⑦

ISHIDA Fumihiko
⑤

ISHIDA Fumihiko
④

ISHIDA Fumihiko
⑥

ISHIDA Fumihiko
①

ISHIDA Fumihiko
③

ISHIDA Fumihiko
②

ISHIDA Fumihiko

ISHIDA Fumihiko
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富山高ಉ௧門学校 開൥年度 ഥ和03年度 (2021年度) ౸業ఐ目 確率と統計
ఐ目基ຊ情報
ఐ目番ಀ 0067 ఐ目区分 一ಹ / 選උ
౸業஄態 ౸業 ౐位のர別と౐位数 ၎ఊ౐位: 1
開設学ఐ 電子情報工学ఐ 対象学年 3
開設期 前期 ౝ時間数 2
教ఐ書/教౫ 新 確率統計 大日本௕書，新 確率統計 問題集 大日本௕書
担当教員 ఖ合 ಑,ᨒ井 ೢ人
目的・ง୸目ఏ
確率の考え方を理解し，計算することが出来る．
与えられたデータに対する記஽統計をి切に行うことが出来る．
基本的な確率変数とその確率分ഘの性質を理解出来る．
ルーブリック

理想的なง୸レベルの目安 ఏ準的なง୸レベルの目安 ౞ง୸レベルの目安

௬価ඨ目1
同஘に確からしさをෘ定できる試
行に関して，基本的な事象の確率
を計算できる．

確率の基本的な性質を理解してい
る．

確率の基本的な性質を理解してい
ない．

௬価ඨ目2 基本的な統計量の意௡を理解し
，基本的な統計量を計算できる． 基本的な統計量を計算できる． 基本的な統計量を計算できない．

௬価ඨ目3
確率変数の意௡を理解し，基本的
な確率変数の計算ができる．統計
のල౐な問題に確率変数を応用で
きる．

確率変数の意௡を理解し，基本的
な確率変数の計算ができる．

確率変数の意௡を理解できない
．基本的な確率変数の計算ができ
ない．

学ఐのง୸目ఏඨ目との関係
MCCコアఐ目  
ディプロマポリシー 3
教育方法ಉ
໪要 まず、確率൥義を行う．次に，基本的な統計量の൥義を行う．最後に、確率変数の確率分ഘについての൥義を行う．
౸業の進め方と౸業内
容・方法 教員౐ஆによる൥義および౰ಆ

注意点 ௬価が60点に௥たない者は、ൢい出により追認試験を受けることができる。追認試験の結果、౐位のఊ得が認められた
者にあっては、その௬価を60点とする。

౸業のര性・၎ఊ上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  ೫࿒౸業対応 □  実務経験のある教員による౸業

౸業計画
ౝ ౸業内容・方法 ౝごとのง୸目ఏ

前期

1stQ

1ౝ 確率(1) 確率を定義し，その基本的な性質を理解できる．

2ౝ 確率(2) 前回に引き続き，確率の基本的性質を学ぶ。また，基
本的なಂ向に対して期待கを計算できる．

3ౝ 確率(3) 条件付き確率と確率の乗法定理，事象のஆ立性につい
て学び，それを用いて確率の計算ができる．

4ౝ 確率(4) 反復試行とベイズの定理について学ぶ．ベイズの定理
を用いて条件付き確立を求めることができる．

5ౝ データの整理(1) 記஽統計について学ぶ。代表கとങഘ度について学び
，それを用いて１次元のデータをඞうことができる．

6ౝ データの整理(2) 記஽統計について学ぶ．前回に引き続き１次元データ
のඞいを学ぶ。１次元データの可視化ができる．

7ౝ データの整理(3) 記஽統計について学ぶ．共分ങ，相関係数ಉの２次元
データをඞうことができる．

8ౝ 中間試験 第１回から第７回までの内容の理解度および定着度を
೾るために中間試験を行う。

2ndQ

9ౝ 確率変数と確率分ഘ(1) 与えられた確率変数の確率分ഘがわかる．その平಑
，分ങを求めることができる．

10ౝ 確率変数と確率分ഘ(2) 二ඨ分ഘにజう確率変数の確率分ഘがわかる．その平
಑と分ങを求めることができる．

11ౝ 確率変数と確率分ഘ(3) ポアソン分ഘにజう確率変数の確率分ഘが分かる．そ
の平಑，分ങを求めることができる．

12ౝ 確率変数と確率分ഘ(4) 連続஑の確率変数の確率分ഘの確率ഡ度関数がわかる
．その平಑，分ങを求めることができる．

13ౝ 確率変数と確率分ഘ(5)
ఏ準正規分ഘにజう確率変数の確率を調べることがで
きる．正規分ഘにజう確率変数の確率をఏ準正規分ഘ
にజうそれに変஄できる．

14ౝ 確率変数と確率分ഘ(6) 二ඨ分ഘにజう確率変数の確率を正規分ഘを用いて近
๚கを求めることができる．

15ౝ 期末試験 第９回から第１４回までの内容の定着度を೾るため期
末試験を行う．

16ౝ 期末試験の解説 期末試験の結果を受けて，定着度の低いと思われるඨ
目を解説する。

௬価割合
試験 発表 相൩௬価 態度 ポートフォリオ その౎ 合計
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総合௬価割合 70 0 0 0 0 30 100
基ຊ的能力 70 0 0 0 0 30 100
௧門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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富山高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 数学特講⋜
科目基ຊ情報
科目番号 0110 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 電子情報工学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 1
教科書/教材
担当教員 河合 均,ᨒ井 秀人
目的・ง達目標
線形空間と部分空間に関する基本的な事ඨを理解する．
線形写像の基本的な事ඨと次元定理を理解する．
基本的な行列の固有値，固有ベクトルを求めることができる．
固有値固有ベクトルを用いて，対角化の計算および応用ができる．
ルーブリック

理想的なง達レベルの目安 標準的なง達レベルの目安 未ง達レベルの目安

評価ඨ目1
あらゆる連立１次方程式を解くこ
とができる．部分空間の基底と次
元を求めることができる．

あらゆる連立１次方程式を解くこ
とができる．

あらゆる連立１次方程式を解くこ
とができない．

評価ඨ目2 線形写像の像と核の基底と次元を
求めることができる．

線形写像による像を求めることが
できる．

線形写像による像を求めることが
できない．

評価ඨ目3

基本的な行列の固有値，固有ベク
トルを求めることができる．固有
値，固有ベクトルを，行列の対角
化，２次形式の標準化の問題に応
用できる．

基本的な行列の固有値，固有ベク
トルを求めることができる．

基本的な行列の固有値，固有ベク
トルを求めることができない．

学科のง達目標ඨ目との関係
ディプロマポリシー 3
教育方法等

໪要
線形空間と部分空間に関する基本的な事ඨを学ぶ．
線形写像の基本的な事ඨと次元定理を学ぶ．
基本的な行列の固有値，固有ベクトルを求める方法を学ぶ．
固有値固有ベクトルを用いて，対角化の計算および応用ができる．

授業の進め方と授業内
容・方法 教員単独による講義・演習

注意点
授業の属性・၎修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠࿒授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとのง達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス　連立方程式の解法 連立１次方程式におけるガウスの消去法の復習をする
．

2週 線形独立・線形従属 線形独立の࿥何学的意味，方程式との関連性を学ぶ．

3週 線形独立・線形従属，部分空間 線形独立なべクトルの線形結合について学ぶ．部分空
間について学ぶ．

4週 部分空間と基底，次元 部分空間の基底と次元について学ぶ．

5週 線形写像 線形写像の໪念を学ぶ，合成写像，逆写像，回転を表
す写像について学ぶ．

6週 次元定理 線形写像の像，核について学ぶ．
7週 次元定理 次元定理について学ぶ．
8週 中間試験

4thQ

9週 固有値と固有ベクトル 固有値と固有ベクトルの໪念と，求め方を学ぶ．
10週 対角化 固有値・固有ベクトルと対角化の関係について学ぶ．
11週 直交行列 直交行列について学ぶ．
12週 実対ู行列の直交行列による対角化 対ู行列を直交行列で対角化する方法を学ぶ．

13週 シュミットの直交化法 シュミットの直交化法により正規直交基底を作る方法
を学ぶ．

14週 対角化の応用 ２次形式の標準形への変形などの応用を学ぶ．
15週 線形写像の表現行列 線形写像の表現行列について学ぶ．
16週 期末試験の解説

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 0 0 0 0 30 100
基ຊ的能力 35 0 0 0 0 15 50
専門的能力 35 0 0 0 0 15 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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富山高ಉ専門学校 開൥年度 ഥ和03年度 (2021年度) ౸業科目 アルゴリズムとデータ構造⋜
科目基ຊ情報
科目番ಀ 0062 科目区分 専門 / 選උ
౸業形態 ౸業 単位の種別と単位数 ၎修単位: 1
開設学科 電子情報工学科 対象学年 3
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教౫ 新・明解C言語で学ぶアルゴリズムとデータ構造
担当教員 門村 英城,古山 ༟一,新開 ෞ子
目的・ง達目標
１．ソートアルゴリズムの特ඉと評価について説明ができる．
２．ർดアルゴリズムの特ඉと評価について説明ができる．
３．グラフർดアルゴリズムの特ඉと評価について説明ができる．
ルーブリック

理想的なง達レベルの目安 標準的なง達レベルの目安 ౞ง達レベルの目安

評価ඨ目1 十分にソートアルゴリズムの特ඉ
と評価について説明ができる．

ソートアルゴリズムの特ඉと評価
について説明ができる．

ソートアルゴリズムの特ඉと評価
について説明ができない．

評価ඨ目2 十分にർดアルゴリズムの特ඉと
評価について説明ができる．

ർดアルゴリズムの特ඉと評価に
ついて説明ができる．

ർดアルゴリズムの特ඉと評価に
ついて説明ができない．

評価ඨ目3
十分にグラフർดアルゴリズムの
特ඉと評価について説明ができる
．

グラフർดアルゴリズムの特ඉと
評価について説明ができる．

グラフർดアルゴリズムの特ඉと
評価について説明ができない．

学科のง達目標ඨ目との関係
ディプロマポリシー 1
教育方法ಉ
໪要 ソートやർดの基本アルゴリズムを理解する．
౸業の進め方と౸業内
容・方法 ൥義と౰ಆ（学生は各自のノートパソコンを使う）

注意点
＜追認試験＞
　評価が60点に満たないものは，ൢい出により追認試験を受けることができる．追認試験の結果，単位の修得が認めら
れたものにあたっては，その評価を60点とする．本試験成績、追認試験成績、課題提出状況を総合的に判断して評価す
る．

౸業のര性・၎修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  ೫࿒౸業対応 □  実務経験のある教員による౸業

౸業計画
週 ౸業内容・方法 週ごとのง達目標

後期

3rdQ

1週 ർดアルゴリズム ർดアルゴリズムの種類を説明できる。
2週 線形ർด 線形ർด・番兵法を作成することができる。
3週 ２分ർด 2分ർดを作成でき、計算量を説明することができる。
4週 ハッシュ法 ハッシュ法を作成することができる。
5週 ౰ಆ ർดアルゴリズム全ಹの౰ಆ・復ಆ
6週 ソートとは ソートについて考え方を説明できる。
7週 バブルソート バブルソートが作成できる。
8週 中間試験 中間試験

4thQ

9週 単ෞ選උソート・単ෞዠ入ソート・シェルソート 単ෞ選උソート、単ෞዠ入ソートを作成できる。また
それらを利用してシェルソートを説明・作成できる。

10週 クイックソート クイックソートを説明できる。
11週 ヒープソート ヒープソートを説明できる。
12週 木構造 木構造を説明できる。
13週 2分木と2分ർด木 2分木と2分ർด木を説明できる。

14週 2分ർด木 2分ർด木を作成でき優先によるർดの違いを説明でき
る。

15週 期末試験 期末試験
16週 期末試験の解答 試験返却

評価割合
試験 発表 相൩評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 0 0 0 20 0 100
基ຊ的能力 40 0 0 0 10 0 50
専門的能力 40 0 0 0 10 0 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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୕山高ಉ௧୅学校 開൥年度 ഥ和03年度 (2021年度) ౸業ఐ目 計算機ଡ成論⋜
ఐ目基ຊ情報
ఐ目୞ಀ 0060 ఐ目区分 ௧୅ / 選උ
౸業஄ଙ ౸業 ౐位のர別と౐位数 ၎ఊ౐位: 1
開設学ఐ 電子情報工学ఐ 対଴学年 3
開設期 後期 ౝ時間数 2
教ఐ書/教౫ ൘ྡྷ୬୙：「௕解コンピュータアーキテクチャ入୅」（஌北出ග）
૿当教員 ໵川 ส行
目的・ง୸目ఏ
・計算機での数கデータの表現方法とその実現方法をହ明できる．
・算୒౰算回ଡ଼のல組みをହ明できる．
・୵ഥの実行制౪のல組みをହ明できる．
ルーブリック

理୳的なง୸レベルの目安 ఏ準的なง୸レベルの目安 ౞ง୸レベルの目安

໪論 計算機アーキテクチャの໪୛をを
理解し，ହ明ができる．

計算機アーキテクチャの໪୛を理
解できている．

計算機アーキテクチャの໪୛を理
解できていない．

୵ഥ ୵ഥセット，୵ഥの実行制౪を理
解し，ହ明できる．

୵ഥセット，୵ഥの実行制౪を理
解できる．

୵ഥセット，୵ഥの実行制౪を理
解できていない．

メモリ メモリアーキテクチャを理解し
，ହ明できる．

メモリアーキテクチャを理解でき
る．

メモリアーキテクチャを理解でき
ていない．

学ఐのง୸目ఏඨ目との関係
MCCコアఐ目  
ディプロマポリシー 1
教୘方法ಉ

໪要
コンピュータアーキテクチャについて、以下のᆽ所に重点を置いて学ぶ．
(1) ノイマン஑コンピュータの計算原理の位置づけ
(2) コンピュータの高ச化のためのプロセッサとメモリのଡ成方法
(3) 言ୁ、オペレーティングシステム、ハードウェアの相൩関係

౸業の進め方と౸業内
容・方法

൥ଝによるହ明と౰ಆによる஄式で行う。
൥ଝプリントをଦഘして、൥ଝを஍率的に行う。

ି意点

＜௬価方法の୯加事ඨ＞
定期試ୡの結果または௬価が６０点౞௥の人にはଓಆ，再試ୡにより理解が確認できれば，点数を変ಌすることがある
．ただし，変ಌした後の௬価は６０点をதえないものとする．

＜౸業改ఒ策＞
学生の理解度の確認をさらに確認しながら，౸業を進める．

౸業のര性・၎ఊ上の区分
厕  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  ೫࿒౸業対応 厕  実務経ୡのある教員による౸業

౸業計画
ౝ ౸業内容・方法 ౝごとのง୸目ఏ

後期

3rdQ

1ౝ シラバスのହ明
計算機のഄఴ

今日の計算機のアーキテクチャがどのような経過を経
て確立されてきたかの໪要をହ明することができる．

2ౝ データୁのଡ成
数の表現：１０進ତ数

データのரథとデータୁのୁ長についてହ明すること
ができる．
１０進ତ数の表現方法についてହ明することができる
．

3ౝ 数の表現：２進ତ数 ２進ତ数の表現方法についてହ明することができる．

4ౝ 算୒シフト，࿋ಀఁ୑とアドレス計算 算୒シフト，࿋ಀఁ୑とアドレス計算について໪要を
ହ明することができる．

5ౝ ೟動小数点数 ೟動小数点数の表現方法とෙ୷について໪要をହ明す
ることができる．

6ౝ ୵ഥୁのଡ成（１） ୵ഥとオペランド，୵ഥのரథ，アドレス指定஄式に
ついて໪要をହ明することができる．

7ౝ ୵ഥୁのଡ成（２） ୵ഥとオペランド，୵ഥのரథ，アドレス指定஄式に
ついて໪要をହ明することができる．

8ౝ 中間試ୡ コンピュータ内部のデータのரథ，ୁ長，数の表現方
法，୵ഥୁに関する問題を出題する．

4thQ

9ౝ 算୒౰算回ଡ଼のଡ成：加算回ଡ଼ ２進ତ数の加算回ଡ଼について໪要をହ明することがで
きる．

10ౝ 算୒౰算回ଡ଼のଡ成：ଭ算回ଡ଼・௾算回ଡ଼ ２進ତ数のଭ算回ଡ଼・௾算回ଡ଼について໪要をହ明す
ることができる．

11ౝ 算୒౰算回ଡ଼のଡ成：パイプライン化
ള数の౰算をオーバーラップさせて高சに実行する౰
算パイプライン処理について໪要をହ明することがで
きる．

12ౝ ୵ഥの実行制౪：実行制౪部のଡ成法 ᆠ次処理における実行制౪部のଡ成について໪要をହ
明することができる．

13ౝ メモリ௺のଡ成 主記༨とキャッシュメモリを合わせたメモリ௺の高ச
化手法について໪要をହ明することができる．

14ౝ 入出力௺のଡ成 入出力ಎ置の制౪，各ர入出力ಎ置について໪要をହ
明することができる．

15ౝ 期ଜ試ୡ ２進ତ数の౰算方法，୵ഥ実行の高ச化，メモリ௺の
高ச化に関する問題を出題する．
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16ౝ 試ୡのନేと解ହ 試ୡのନేと解ହおよび౸業アンケート
௬価割合

中間試ୡ 期ଜ試ୡ 提出物 ଙ度 ポートフォリオ その౎ 合計
総合௬価割合 25 50 25 0 0 0 100
基ຊ的能力 25 50 25 0 0 0 100
௧୅的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横૵的能力 0 0 0 0 0 0 0
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୕山高ಉ௧୅学校 開൥年度 ഥ和03年度 (2021年度) ౸業ఐ目 ൉ୗ工学設計⋛
ఐ目基ຊ情報
ఐ目୞ಀ 0073 ఐ目区分 ௧୅ / 選උ
౸業஄ଙ ౰ಆ ౐位のர別と౐位数 学ఊ౐位: 2
開設学ఐ 電子情報工学ఐ 対଴学年 4
開設期 前期 ౝ時間数 2
教ఐ書/教౫ Pythonプログラミング　金ଗ෥࿙　ೢ和システム
૿当教員 ଽ山 ༟一
目的・ง୸目ఏ
・これまで学んできた物理、数学、情報の知௙をプログラムにૢ用することができる(c2,c3,d)
・自らアイデアを発案し、ソフトウェアを開発できるようになる。(d,e,h)
・JABEE௬価基準に୸するには、60点以上が必要である。
ルーブリック

理୳的なง୸レベルの目安 ఏ準的なง୸レベルの目安 ౞ง୸レベルの目安
pythonを用いて自分のアイディア
をプログラミングにより表現する
ことができる。

pythonを使ってプログラムを作る
事ができる。 pythonを理解していない

ソフトウェアにおける人工知能ૼ
୒を理解し、ૢ用する事ができる
。

ソフトウェアによる人工知能ૼ୒
を動かす事ができる。

ソフトウェアによる人工知能ૼ୒
を利用することができない

オリジナルアプリケーションソフ
トウェアについて、൥ଝ内容を十
分反಩し、要点をి切にኇえてプ
レゼンテーションができた。

自ମで作成したプログラムについ
てプレゼンテーションを行った。

要点がまとめられていないプレゼ
ンテーションであった。

学ఐのง୸目ఏඨ目との関係
MCCコアఐ目  
JABEE C2
ディプロマポリシー 2
教୘方法ಉ

໪要
学ಆ目ఏ(౸業の్い)
（学ಆ目ఏ）C2,D2,E1, (JABEE基準1(1))c2,c3,d,e,h
൥ଝの題౫として、人工知能を用いたソフトウェア開発を行う。ネットワークૼ୒を初めとする基ຊૼ୒を総合的に利
用するૢ用

౸業の進め方と౸業内
容・方法

・これまで学んできた物理、数学、情報の知௙をプログラムにૢ用し、自らアイデアを発案し、ソフトウェアを開発で
きるようになる。(d,e,h)
・JABEE௬価基準に୸するには、60点以上が必要である。

ି意点
<<୯認૥ୡ>>最終௬価が60点に௥たない者は、ൢい出により୯認௬価を受けることができる。୯認௬価方法・௬価基
準は、「௬価方法」で記஽されているものと同じとする。୯認௬価の結果、౐位のఊ得が認められた者にあっては、そ
の௬価を60点とする。

౸業のര性・၎ఊ上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  ೫࿒౸業対ૢ □  実務経ୡのある教員による౸業

౸業計画
ౝ ౸業内容・方法 ౝごとのง୸目ఏ

前期

1stQ

1ౝ ガイダンス 本൥ଝの目ఏについてହ明する
2ౝ 開発୭୆ଡണ Python୭୆開発のଡണ
3ౝ Pythonプログラミング基ຊ データ஑・オブジェクト変数
4ౝ Pythonプログラミング基ຊ ૚ர計算方法
5ౝ Pythonプログラミング基ຊ 条件分௞・೷りନし・関数
6ౝ Pythonプログラミング基ຊ 条件分௞・೷りନし・関数
7ౝ 人工知能プログラミング 人工知能基ຊプログラミング

8ౝ 中間૥ୡ
人工知能を用いたソフトウェアについてアイディアを
出す。またどのようにしてそれを開発するか、ல஘書
、ୖ題、今後の見通しなどについて問う。

2ndQ

9ౝ 人工知能プログラミング 感情൉出
10ౝ 人工知能プログラミング 感情൉出
11ౝ 機༊学ಆ ஄ଙಞ解ෲ
12ౝ マルコフ連ำ マルコフോ書の実ಎ
13ౝ インターネットアクセス 外部モジュールを用いてネットம続
14ౝ インターネットアクセス ネット上の情報収集
15ౝ プレゼン・成ౚ௬価・確認 プレゼンやデモを行う

16ౝ プレゼン・成ౚ௬価・確認
以下の事ඨについてレポートの提出を行う。
・作成したプログラムのல஘書、ソースコード、実行
஄式（そのまま使える஄）、マニュアル、プレゼンフ
ァイル

௬価割合
૥ୡ 発表 相൩௬価 ଙ度 ポートフォリオ その౎ 合計

総合௬価割合 30 10 60 0 0 0 100
基ຊ的能力 30 10 60 0 0 0 100
௧୅的能力 0 0 0 0 0 0 0
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分野૯૵的能力 0 0 0 0 0 0 0
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୕山高ಉ௧୅学校 開൥年度 ഥ和03年度 (2021年度) ౸業ఐ目 AI/MOT
ఐ目基ຊ情報
ఐ目୞ಀ 0115 ఐ目区分 ௧୅ / 選උ
౸業஄態 ౸業 ౐位のர別と౐位数 ၎ఊ౐位: 1
開設学ఐ 電子情報工学ఐ 対଴学年 4
開設期 後期 ౝ時間数 2
教ఐ書/教౫
担当教員 的場 ඤ一,小ി ೗,඾჆ ఘ,ท沢 ෎明
目的・ง୸目ఏ
企業の実୻を基に社会で活用されているデータの有用性を理解できる．
また，数理・データサイエンス・AIは౎分野の知見と組み合わせることで新たな価கを൉出できる可能性があるということを理解する．
ルーブリック

理୳的なง୸レベルの目安 ఏ準的なง୸レベルの目安 ౞ง୸レベルの目安
௬価ඨ目1
（社会におけるデータの有用性）

社会で活用されているデータの有
用性を十分に理解できる．

社会で活用されているデータの有
用性を理解できる．

社会で活用されているデータの有
用性を理解できない．

௬価ඨ目2
（新たな価கの൉出）

数理・データサイエンス・AIは౎
分野の知見と組み合わせることで
新たな価கを൉出できる可能性が
あるということを十分に理解でき
る．

数理・データサイエンス・AIは౎
分野の知見と組み合わせることで
新たな価கを൉出できる可能性が
あるということを理解できる．

数理・データサイエンス・AIは౎
分野の知見と組み合わせることで
新たな価கを൉出できる可能性が
あるということを理解できない．

学ఐのง୸目ఏඨ目との関係
教୘方法ಉ

໪要
Society5.0を目指した社会変化の中で，社会で活用されている広෇೧な୩ୠのデータが日ଞ生活や社会のୖ題を解決す
る有用なツールであることを企業の実୻から学ぶ．
企業の現場におけるデータ活用事୻より，数理・データサイエンス・AIは஘々なి用୩ୠの知見と組み合わせることで
新たな価கを൉出することを学ぶ．

౸業の進め方と౸業内
容・方法

൥義および実୻を用いた౰ಆを中心に౸業を進める.
チームで企業を調査, 取౫するとともに, データやAI活用との関わりをチームで議論し, レポートとしてまとめる.

ି意点

・レポートは全テーマについて，定められた期限内に必ず提出しなければならない．
・ง୸目ఏの୸成度を確認するために，提出されたレポートに対してସ問することがある．
・レポート௬価(レポートの書き方，実ୡ結果のତ理と検ୈ，提出期限など)
・ง୸目ఏの୸成度௬価(レポートの考௄内容，ସ問に対する回௦など)
なお, 企業との調ତにより, 事୻の数をはじめ౸業の内容が変わることがある.

౸業のര性・၎ఊ上の区分
厕  アクティブラーニング 厕  ICT 利用 厕  ೫࿒౸業対応 厕  実務経ୡのある教員による౸業

౸業計画
ౝ ౸業内容・方法 ౝごとのง୸目ఏ

後期

3rdQ

1ౝ AIのഄఴと技୒ 第１次AIブームから第3次AIブームにඹるまでの技୒
ఴとその活用事୻について理解できる．

2ౝ 企業における技୒経営事୻１
実務経ୡのある教員によるAI・データを利用したテク
ノロジーおよびビジネス事୻についてのレクチャーを
受け，その内容を理解することができる．

3ౝ レポート作成 チームで技୒経営事୻１について議論し，レポートの
作成を行う．

4ౝ 企業における技୒経営事୻2
企業担当者よりAI・データを利用したテクノロジーお
よびビジネスについてのレクチャーを受け，その内容
を理解することができる．

5ౝ レポート作成 チームで技୒経営事୻2について議論し，レポートの作
成を行う．

6ౝ 企業における技୒経営事୻3
企業担当者よりAI・データを利用したテクノロジーお
よびビジネスについてのレクチャーを受け，その内容
を理解することができる．

7ౝ レポート作成 チームで技୒経営事୻3について議論し，レポートの作
成を行う．

8ౝ 企業における技୒経営事୻4
企業担当者よりAI・データを利用したテクノロジーお
よびビジネスについてのレクチャーを受け，その内容
を理解することができる．

4thQ

9ౝ レポート作成 チームで技୒経営事୻4について議論し，レポートの作
成を行う．

10ౝ 企業における技୒経営事୻5
企業担当者よりAI・データを利用したテクノロジーお
よびビジネスについてのレクチャーを受け，その内容
を理解することができる．

11ౝ レポート作成 チームで技୒経営事୻5について議論し，レポートの作
成を行う．

12ౝ 企業における技୒経営事୻6
企業担当者よりAI・データを利用したテクノロジーお
よびビジネスについてのレクチャーを受け，その内容
を理解することができる．

13ౝ レポート作成 チームで技୒経営事୻6について議論し，レポートの作
成を行う．

14ౝ データを利用したアイディア൉出
チームで，これまでの企業事୻を参考に，社会で活用
されている広෇೧な୩ୠのデータと஘々なి用୩ୠを
結びつけ新たなアイディアの൉出を試み，その内容を
文ฆで表現できる．
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15ౝ レポート作成 チームで「データを利用したアイディア൉出」につい
て議論し，レポートの作成を行う．

16ౝ 発表 チームで൉出したアイディアについてプレゼンテーシ
ョンを行う．

௬価割合
レポート 発表 相൩௬価 態度 ポートフォリオ その౎ 合計

総合௬価割合 80 20 0 0 0 0 100
基ຊ的能力 40 10 0 0 0 0 50
௧୅的能力 20 10 0 0 0 0 30
分野横断的能力 20 0 0 0 0 0 20
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富山高ಉ௧門学校 開൥年度 ഥ和03年度 (2021年度) ౸業ఐ目 メディア工学⋛
ఐ目基ຊ情報
ఐ目番ಀ 0146 ఐ目区分 ௧門 / 選උ
౸業஄態 ౸業 ౐位のர別と౐位数 ၎ఊ౐位: 1
開設学ఐ 電子情報工学ఐ 対象学年 5
開設期 前期 ౝ時間数 2
教ఐ書/教౫  長ஏඈอ෩「Ｃ言語による画൸処理プログラミング入門」朝ಠ書店
担当教員 Ⴧ名 ජ
目的・ง達目ఏ
・మ調補正および2க化処理の手法を理解し，アルゴリズムを説明することができる．
・空間およびఢణ数フィルタリングの手法を理解し，アルゴリズムを説明することができる．
・࿋ಀ化およびಓೠの手法を理解し，アルゴリズムを説明することができる．

ルーブリック
理想的なง達レベルの目安 ఏ準的なง達レベルの目安 ౞ง達レベルの目安

௬価ඨ目1
మ調補正および2க化処理の手法お
よびアルゴリズムを理解し，プロ
グラミングすることができる．

మ調補正および2க化処理の手法を
理解し，アルゴリズムを説明する
ことができる．

మ調補正および2க化処理の手法を
理解せず，アルゴリズムを説明す
ることができない．

௬価ඨ目2
空間およびఢణ数フィルタリング
の手法およびアルゴリズムを理解
し，プログラミングすることがで
きる．

空間およびఢణ数フィルタリング
の手法を理解し，アルゴリズムを
説明することができる．

空間およびఢణ数フィルタリング
の手法を理解せず，アルゴリズム
を説明することができない．

௬価ඨ目3
࿋ಀ化およびಓೠの手法およびア
ルゴリズムを理解し，プログラミ
ングすることができる．

࿋ಀ化およびಓೠの手法を理解し
，アルゴリズムを説明することが
できる．

࿋ಀ化およびಓೠの手法を理解せ
ず，アルゴリズムを説明すること
ができない．

学ఐのง達目ఏඨ目との関係
MCCコアఐ目  
JABEE B5
ディプロマポリシー 1
教育方法ಉ

໪要
情報工学の分野で重要な画൸処理技術について学ぶ。
画൸の࿋ಀ化、画൸処理・計೾，パターン認௙ಉについて学ぶ。
このఐ目は企業で"୾回路のチーム開発"を担当していた教員が，その経験を活かし，"画൸処理，画൸認௙"について౸業
を行うものである．

౸業の進め方と౸業内
容・方法 教員౐ஆによる൥義を実施する．

注意点

【備考】
 ౐位認定には、６０点以上の௬定が必要である。
実際にプログラミングを行い、画൸処理手法について学ぶ。
౸業計画は，学生の理解度に応じて変ಌする場合がある。
௬価が６０点に௥たない者は，ൢい出により追認試験を受け
ることができる。追認試験の結果，౐位のఊ得が認められた
者にあっては，その௬価を６０点とする。」
このఐ目は必၎ఊఐ目である．

౸業のര性・၎ఊ上の区分
厕  アクティブラーニング 厕  ICT 利用 厕  ೫࿒౸業対応 厕  実務経験のある教員による౸業

౸業計画
ౝ ౸業内容・方法 ౝごとのง達目ఏ

前期

1stQ

1ౝ ガイダンス
画൸処理技術໪要

シラバスの説明を受ける。
画൸処理技術について説明できる。

2ౝ మ調補正１ 取りඞう画൸フォーマットの説明できる。
෯度ヒストグラムとమ調補正を行うことができる。

3ౝ మ調補正２  より高度なమ調補正ができる。
4ౝ ２க化処理１  画൸の２க化について説明できる。
5ౝ ２க化処理２  画൸の２க化について説明できる。
6ౝ ２க化処理３  より高度な2க化処理ができる。
7ౝ 空間フィルタリング１  エッジ処理が実行できる。
8ౝ 空間フィルタリング２  より高度なフィルタ処理を実行できる。

2ndQ

9ౝ ఢణ数フィルタリング１  ఢణ数スペクトルについて説明できる。
10ౝ ఢణ数フィルタリング２  フィルタリング処理を行うことができる。
11ౝ ఢణ数フィルタリング３ その応用1について説明できる。
12ౝ ఢణ数フィルタリング４  その応用２について説明できる。
13ౝ 画൸ಓೠ࿋ಀ化１ మ調画൸のಓೠについて説明できる。
14ౝ 画൸ಓೠ࿋ಀ化２  その応用୻について説明できる。

15ౝ 期末試験 1-14ౝの౸業内容について試験を受けて，成ౚ௬価を
確認する。

16ౝ ௦案返ే・解説，౸業アンケート
成ౚ௬価・確認

௬価割合
試験 発表 相൩௬価 態度 ポートフォリオ その౎ 合計
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ISHIDA Fumihiko
⑦

ISHIDA Fumihiko
⑤

ISHIDA Fumihiko
④

ISHIDA Fumihiko
⑥

ISHIDA Fumihiko
①

ISHIDA Fumihiko
③

ISHIDA Fumihiko
②

ISHIDA Fumihiko

ISHIDA Fumihiko

ISHIDA Fumihiko

ISHIDA Fumihiko

ISHIDA Fumihiko

ISHIDA Fumihiko

ISHIDA Fumihiko



総合௬価割合 60 0 0 0 0 40 100
基ຊ的能力 0 0 0 0 0 0 0
௧門的能力 60 0 0 0 0 40 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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修了要件科目 必修科目

授業科目系統図(電子情報工学科)

1年生 ２年生 ３年生 4年生 5年生

応用数学Ⅰ 応用数学II 応用数学III 応用数学Ⅳ
技術者倫理入門

工学基礎系
応用物理Ⅰ 応用物理Ⅱ 応用物理Ⅲ 応用物理Ⅳ

技術英語

電気磁気学I 電気磁気学Ⅱ センサ工学

電気・電子系

基礎電気I 基礎電気Ⅱ 電気回路Ⅰ 電気回路Ⅱ 電気回路III 電子デバイス

制御工学Ⅰ 制御工学Ⅱ

電子回路Ⅰ 電子回路Ⅱ 電子システムⅠ 電子システムⅡ 電子回路Ⅲ

通信ネットワーク系

プログラミングⅢ 通信システムⅠ 通信システムⅡ 情報ネットワークⅠ

情報ネットワークⅡ

電子回路Ⅳ

コンピュータ計測Ⅰ

コンピュータ計測Ⅱ

電子通信工学Ⅰ 電子通信工学Ⅱ 電波工学 応用電磁システム

ソフトウェア工学I ソフトウェア工学II

情報基礎 メディア工学Ⅰ メディア工学Ⅱ

計算機システム 論理回路 計算機構成論Ⅰ 計算機構成論Ⅱ オペレーティングシステムⅠ オペレーティングシステムⅡ

情報系
ディジタル信号処理Ⅰ ディジタル信号処理Ⅱ

プログラミングⅠ プログラミングⅡ アルゴリズムとデータ構造Ⅰ アルゴリズムとデータ構造Ⅱ 数値計算 計算工学Ⅰ 計算工学Ⅱ

電子情報工学実験Ⅲ 卒業研究

インターンシップ

一般教養科目

基礎数学AⅠ 基礎数学AⅡ 微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅱ

情報数学Ⅰ 情報数学Ⅱ 情報理論

工学演習Ⅰ 工学演習Ⅱ 創造工学設計Ⅰ 創造工学設計Ⅱ

実験．実習系

ものづくり基礎工学実験

解析学Ⅰ 解析学Ⅱ

基礎数学BⅠ 基礎数学BⅡ 線形代数Ⅰ 線形代数Ⅱ 確率と統計 総合数学

電子情報工学実験Ⅰ 電子情報工学実験Ⅱ

数学特講Ⅰ 数学特講Ⅱ

基礎数学C
基礎科学実験

物理学ⅠA 物理学ⅠB 物理学Ⅱ 物理学Ⅲ 環日本海諸国語Ⅰ 環日本海諸国語Ⅱ 環日本海諸国語Ⅲ

化学ⅠA 化学ⅠB 化学Ⅱ

総合英語Ⅰ 総合英語Ⅱ 総合英語Ⅲ 総合英語Ⅳ 総合英語Ⅴ

歴史学Ⅰ/哲学Ⅰ/経済学Ⅰ 歴史学Ⅱ/哲学Ⅱ/経済学Ⅱ

英会話Ⅰ 英会話Ⅱ

総合国語ⅠA 総合国語ⅠC 総合国語Ⅱ 総合国語Ⅲ

英語演習Ⅲ

英語表現Ⅰ 英語表現Ⅱ 英語表現Ⅲ 英会話演習Ⅰ/英語演習Ⅰ 英会話演習Ⅱ/英語演習Ⅱ

AI/MOT

保健 環日本海諸国異文化実習 環日本海諸国異文化実習 環日本海諸国異文化実習

体育Ⅰ 体育Ⅱ 体育Ⅲ 体育Ⅳ 体育Ⅴ

法学

音楽/美術/書道 倫理 英語圏異文化実習 英語圏異文化実習 英語圏異文化実習

国語表現 日本語と文化

総合国語ⅠB 総合国語ⅠD 日本語

歴史Ⅰ 歴史Ⅱ 政治・経済
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卒業認定に必要な能力（全学科共通）
「AI・データサイエンスに関する情報科学の素養とビジネスの視点を身に付け、新たな価値の創造に挑戦できる」

富山高等専門学校 数理・データサイエンス・AI教育プログラム
[目ఏ] Society5.0で「たくましく生きる」人౫の育成
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୕山高ಉ௧୅学ૅ ਯ理・データサイエンス・AIઇ୘プログラム
ૢ用੦ຊレベル

ઇ୘プログラムの学ఊ成ટ
ਯ理・データサイエンス・AI のಞുをણ用し、自らの௧୅分野にૢ用できる力をఊ੭する。

◆ఊവਏ੯：ઇ୘プログラムჾਊఐ目を৸てಆ੭すること。
分థ ਗ਼気制౪システムੵ学ఐ ਗ਼子ੲਾੵ学ఐ

⋛. データ表
ਠとアルゴリ
ズム

1-6 ੕合ਯ学, ਯ学્൥⋛,⋜, ૢ用ਯ学⋝, ロボットੵ学⋜ ੕合ਯ学, ન૨とଁੑ, ਯ学્൥⋜

1-7 コンピュータサイエンス, ੑ઴機システム⋜ アルゴリズムとデータଡୗ⋜

2-2 ੑ઴機システム⋜ ੑ઴機ଡ成૛⋜, メディアੵ学⋛

2-7 コンピュータサイエンス アルゴリズムとデータଡୗ⋜, ൉ୗੵ学設ੑ⋛

⋜. AI・デー
タサイエンス
の੦ຊ

1-1 ੑ઴機システム⋛, ロボットੵ学⋜ AI/MOT

1-2 ੑ઴機システム⋛ AI/MOT

2-1 ੑ઴機システム⋛ AI/MOT

3-1 ੑ઴機システム⋛ AI/MOT

3-2 ੑ઴機システム⋛ AI/MOT

3-3 ロボットੵ学⋜ ൉ୗੵ学設ੑ⋛

3-4 ロボットੵ学⋜ ൉ୗੵ学設ੑ⋛

3-9 ੑ઴機システム⋛ AI/MOT

⋝. AI・デー
タサイエンス
の実ᄷ

⋛ ロボットੵ学⋜ ൉ୗੵ学設ੑ⋛

⋜ システムੵ学実ୡ⋝ AI/MOT
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୕山高ಉ௧୅学ૅ ਯ理・データサイエンス・AIઇ୘プログラム

ઇ୘プログラムの実઱・ਡਫ਼体਑
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